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 天ケ瀬ダム再開発事業では，既設ダムの放流能力を増強するため，日本最大級の水路トンネルを備える

トンネル式放流設備を建設している．これまで，“魅せる！現場”など様々な広報に取り組んできており，

それぞれ一定の効果を上げているが，土木工事の魅力であるダイナミックに変化していく現場をわかりや

すく伝えることは難しく，広報上の課題となっていた．そこで本稿では，これまでの取り組みを補完し，

土木工事の魅力を伝えるツールとして，タイムラプスカメラの活用を紹介する．また，その効果と汎用

性・応用性を考察し，タイムラプスカメラを用いた広報・施工管理・安全管理について提案する． 
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1.  はじめに 

 

（１）天ケ瀬ダム再開発事業について 

 天ケ瀬ダム再開発事業は，淀川水系宇治川の宇治市上

流に位置する天ヶ瀬ダムの左岸側に延長617mのトンネ

ル式放流設備を建設し，ダムの放流能力を増強すること

で，治水面・利水面で効果を発揮するものであり，2021

年度(平成33年度)の完成に向けて鋭意工事を進めている

ところである．(図-1) 
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図-1 天ケ瀬ダム再開発事業の概要 

 

 工事の主な特徴は，多目的ダムである天ヶ瀬ダムの貯

水池を運用しながらの施工となる点，水路トンネルとし

ては日本最大級の大きさとなる点が挙げられる．全国的

には，新規ダムの建設が限られてきている中で，既設ダ

ムを有効活用する取り組みとして先進的な工事となって

いる． 

 近畿地方整備局では，建設産業の魅力発信を目的とし

て，積極的に現場見学者を受け入れる“魅せる！現場”

に取り組んでおり，天ケ瀬ダム再開発事業の工事現場へ

は2014年度から2016年度まで，累計で7,000名を超える現

場見学者が訪れているほか，テレビ中継を含む取材を12

件受けていることからも，事業としての注目度の高さを

うかがい知ることが出来る．(図-2)  

1,458

2,779 2,849

1,458

4,237

7,086

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2014年度 2015年度 2016年度

見
学
者
数
（
累
計
）（
人
）

見
学
者
数
（
年
間
）
（
人
）

年度別見学者数

累計見学者数

 

図-2 “魅せる！現場”見学者数 

 

（２）土木工事の魅力 

 一般的に土木工事は，自然を相手に２つとない構造物

を数ヶ月から，場合によっては数年もかけてダイナミッ

クに構築していく．土木工事は，そのダイナミックさが

別紙―２
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魅力の一つと言えるが，一方で，安全管理上，関係者の

みが入れる工事現場において，一般の方が，長期間に及

ぶダイナミックな変化を目で見て確認することは難しい． 

 ましてや，トンネル式放流設備を整備する天ケ瀬ダム

再開発事業においては，大部分が地下での施工となるこ

とから，その工事過程を広く一般に知って頂くことは更

に困難である． 

 そのような状況下で，土木工事の魅力を伝え切れてい

ないことが，公共事業に対する無駄遣いや土木業界に対

する３Kなどの負のイメージを助長していることは否定

できない．そのことが，社会資本整備として真に必要な

予算の削減や，土木業界の新たな担い手不足の現状につ

ながっているのではないだろうか． (図-3) 

 

 

図-3 建設業就業者の推移１） 

 

 そこで本稿では，土木工事の理解促進・魅力伝達によ

り真に必要な公共事業の推進の一助となるよう土木工事

の魅力であるダイナミックに現場が変化してく様子を伝

える一手法を紹介し，活用することを提案するものであ

る． 

 

 

２．土木工事のダイナミックさを伝えるツール 

 

（１）これまでの取り組みと課題 

 天ケ瀬ダム再開発事業においては，これまで，前述の

“魅せる！現場“として，見学者の受け入れや，定期刊

行物としてアマサイツーシン，“魅せる！現場 人々

編”として事業の最新状況や事業に携わる関係者の事業

への取り組み姿勢や横顔をホームページに掲載する等，

積極的な情報発信を行ってきている．(図-4) 

 それによって，事業・工事内容の理解促進や事業の課

題等への対応状況，工事関係者への親近感等，様々な効

果を挙げてきており，“魅せる！現場”では通常見られ

ない大規模な工事現場が見られることもあり，見学者か

らは好評をいただいている． 

 

 

図-4 これまでの取り組み 

 

 一方で，これまでの取り組みでは，土木工事の魅力で

あるダイナミックに構造物が構築されていく経時変化を

伝え切れていないことが，広報上の課題となっている． 

 

（２）タイムラプスカメラの導入 

 上述の課題を踏まえ，ダイナミックに変化していく工

事現場を記録し，これまでの取り組みを補完するツール

として，天ケ瀬ダム再開発事業において，タイムラプス

カメラを導入した． 

 タイムラプスカメラは，対象を低速度撮影(例:30秒に1

回撮影)し，静止画をつないで動画として出力するもの

であり，躯体の鉄筋が組み上がっていく状況，コンクリ

ートが打設されていく状況，機械設備が搬入・据付され

ていく状況など，長期間に及ぶ工程を時短プレイのよう

に記録し，詳細な作業過程を容易に目で見て確認できる

ようになることが特徴である．(図-5)  また，静止画の連

続であることから，通常の動画データより遙かにデータ

容量が小さく記録でき，数ヶ月から数年といった長期間

の撮影に適している． 

掘削 底版Con打設 機械設備据付

常時定点観測（おおむね30秒に１回撮影）
 

図-5 タイムラプスカメラ撮影イメージ 

 

（３）タイムラプスカメラの運用計画 

a)取付位置の選定 

タイムラプスカメラは下記の点を考慮して取り付けて

おり，2017年3月現在の取付状況と各カメラの設置目的
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等を示す．（図-6，表-1） 

・事業工程上，重要な工程が撮影できる箇所 

・目的物完成後，不可視となる箇所 

・施工上，支障にならない箇所 

・維持管理を行いやすい箇所 
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旧志津川発電所屋上

 
図-6 タイムラプスカメラ設置箇所(2017年3月現在) 

 

表-1 タイムラプスカメラ設置箇所 

設置箇所 撮影対象 ポイント 維持管理

カメラ①
流入部立坑
上部

・流入部掘削状況
・流入部躯体コンク
リート打設状況
・機械設備搬入・据
付状況

完成後は不可視となる本体構
造物の構築過程を撮影する。

資材・作業員等の
動線外であり、電
池交換等の作業
性良い。

カメラ②
ゲート室部立
坑外の法面

・機械設備搬入・据
付状況
・立坑外の作業状況

鋼構造物の搬入状況や本体構
造物の構築における作業ヤー
ドでの作業過程を撮影する。

資材・作業員等の
動線外であり、電
池交換等の作業
性良い。

カメラ③
ゲート室部立
坑内

・ゲート室部躯体コン
クリート打設状況
・機械設備搬入・据
付状況

完成後は不可視となる本体構
造物の構築過程を撮影する。

資材・作業員等の
動線外であり、電
池交換等の作業
性良い。

カメラ⑤
流入部立坑
外

・修理用ゲート搬入・
据付状況
・ダム湖水位と立坑
外の作業状況

鋼構造物の搬入状況や本体構
造物の構築における作業ヤー
ドでの作業過程と運用中のダ
ム湖の水位変化を撮影する。

資材・作業員等の
動線外であり、電
池交換等の作業
性良い。

カメラ⑥
旧志津川発
電所屋上

・橋梁架替施工状況
・減勢池部施工状況
（外観）

減勢池部の先進導坑から大断
面水路トンネルへの掘削・覆工
過程と橋梁架替における施工・
供用・旧橋撤去の変化を撮影
する。

資材・作業員等の
動線外であり、電
池交換等の作業
性良い。

 

 

b)維持管理 

事業全体の記録として，切れ目のない撮影を行う為，

タイムラプスカメラの電池と記録メディアは，概ね２，

３週間に１回交換を行っている． 

  

  写真-1  設置状況    写真-2 データ回収状況 

 

c)事業全体を見渡した撮影計画 

 タイムラプスカメラの設置箇所，撮影設定等は，事業

上重要な工程が常に記録できるよう適切に移設，設定変

更を行っており，今後の事業全体を見渡した撮影見込み

を下記の図-7に示す． 
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図-7 事業全体における今後の撮影見込み 

 

（４）記録映像の発信と政策的位置づけ 

これまでの取り組みで，広報手段別に工事の理解度の

促進，工事関係者への親近感等，広報手段の目的によっ

て様々な効果を上げてきた．特に，“魅せる！現場”で

は，通常見られない工事現場を見られるとあって，工事

の規模や迫力を肌で感じることができ，参加者からも好

評をいただいていることから，大きな効果を上げている

ものと思われる． 

 こうした取り組みに加え，タイムラプスカメラで撮影

した動画を，一般の方が見られるよう逐次とりまとめ，

動画共有サイトYouTube内に開設している琵琶湖河川事

務所公式チャンネル(Biwakokasen CH)にて公開し，事

業・工事内容の発信を行うことにした． 

 これにより，特に「工事の進捗状況・過程」，「新た

な広報対象者の取込」において，これまでの取り組みを

補完する効果が期待され，より一層充実した事業広報に
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つなげることができた．（表-2） 

 

 

３．タイムラプスカメラ動画広報の意義 

 

（１）汎用性 

 前述の通り，タイムラプスカメラは長期間の変化を目

視できるようになることが最大の特徴である．天ケ瀬ダ

ム再開発事業に限らず，道路改築や河川改修等，土木工

事で構造物が構築されていく様子や河川管理における河

川の流況変化等は通常観察することが難しく，タイムラ

プスカメラで撮影・記録することで，容易に観察するこ

とができるようになる． 

例えば，琵琶湖河川事務所で管理する瀬田川洗堰の年

点検作業をタイムラプスカメラで撮影したところ，通常

観察することが難しい河川の水位変化や，点検作業の手

順を手に取るように見ることができ，河川管理において

もタイムラプスカメラが有効なツールであることがわか

った．(図-8) 

 このように，大規模なものの変化を記録するタイムラ

プスカメラは土木分野全般との相性が良く，応用性が高

いツールと言える． 

 

（２）事業記録としての意義 

天ケ瀬ダム再開発事業の特殊性・先進性を鑑み，事業

の記録を後生に残すことは大変有意義であり，その記録

←瀬田川
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洗
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ー
ト

角落とし設置状況

角
落
と
し
台
車

ゲート動作点検状況点検前（通常時）

 

図-8 瀬田川洗堰年点検状況 

をタイムラプスカメラを活用して残すことにより，これ

までの事業記録のように，部分的なものでなく，事業全

体を映像として残すことができるようになり，今後，他

事業が天ケ瀬ダム再開発事業を参考とする場合にタイム

ラプス映像による工事誌が大きな役割を果たすことが想

定される． 

 そのためにも，抜け目なく工事の重要工程を記録し，

蓄積していくことが重要である． 

 

（３）動画共有サイトYouTubeとタイムラプス 

 前述の通り，撮影したタイムラプス動画は逐次とりま

とめ，YouTubeの琵琶湖河川事務所公式チャンネル

(Biwakokasen CH)にて配信を行っている．(図-9) 

YouTubeでは，関連性の高い他動画から呼び込む機能

があることから，これまで天ケ瀬ダム再開発事業を認知

していなかった一般の方に視聴していただけることが期

待でき，図-10の通り，公開直後こそ，外部からの視聴 

が大半を占めるが，徐々に関連動画からの呼び込みで視

聴者数が増えていること，及び，後続動画が公開される

度に関連動画からの呼び込みが増加し，全視聴回数の約

30%が関連動画から視聴された事が確認されている．な

お，公式チャンネル内のタイムラプス動画を使用した動

画の総視聴回数は2,800回を超えている． 

 

図-9 琵琶湖河川事務所公式YouTubeチャンネル 

表-2 広報手段別効果

事業・工事
内容の理
解促進

◎
現場での説明による理
解促進

○
各業者が取り組む工事
内容が知れる

○
月単位で部分的に工事
の状況を知ることが出
来る

◎
映像、模型により、事
業・工事内容が知れる

○
動画により視覚的に事
業・工事目的等を知る
ことができる

事業の課
題等への
対応状況

○
工事関係者から直接聞
くことが出来る

△
業者単位のため、事業
としての課題を知ること
は難しい

△
事業としての課題を知
ることは難しい

△
課題を断片的に知り得
る

△
工事としての課題は知
れるが事業としての課
題を知ることは難しい

土木工事
のダイナミ
ズムの体
感

◎
実際に現場に行くこと
に臨場感

△
写真等によりある程度
体感できる

△
写真等によりある程度
体感できる

○

展示物により、大規模
な工事であることがあ
る程度知ることが出来
る

◎

タイムラプス動画により
写真以上のダイナミズ
ムを視聴できる

工事関係
者への親
近感

◎
直接話せることでの親
近感

◎
関係者の思いや意気
込みを知ることが出来
る

×
工事関係者の情報の
掲載を目的としていな
い

×
工事関係者の情報の
掲載を目的としていな
い

△

工事関係者の情報の
掲載を目的としていな
いが、日夜作業してい
る様子を知ることができ
る

工事の進
捗状況・過
程

△
見学に訪れた時点のみ
しか知れない

△
業者単位のため、全体
の進捗を知ることは難
しい

○
月単位で部分的に工事
の状況を知ることが出
来る

△
工事の進捗状況は断
片的に知り得る

◎

経時変化の映像によ
り、通常視認できない
巨大構造物ができてい
く様子を視認できる

一般性 △
現場から遠方になる程
難しい

◎ インターネット ◎ インターネット △
現場から遠方になる程
難しい

◎ インターネット

新たな広報
対象者の
取り込み

△
事業・工事に関心を持
つ方が申込

△
事業・工事に関心を持
つ方が閲覧

△
事業・工事に関心を持
つ方が閲覧

○
異なる目的で来られた
方が立ち寄る

◎
動画共有サイトの関連
動画から視聴者を呼び
込み

効

果

申込者に対して事業者・施
工業者等が現地見学の案
内を行う。（逐次）

事業に関係する施工業者
等の取り組み姿勢や個人
の横顔をHPに掲載する。
（月刊または隔月）

写真・図等を中心に工事の
状況をホームページに掲載
する。（月刊）

広報施設アクア琵琶の天ケ
瀬ダム再開発事業コーナー
にて、映像、模型、実物の
太径鉄筋等を展示。

タイムラプスカメラ等で記録
した映像を動画共有サイト
に掲載する。（逐次）

手　　　　　　　　　　　　段

魅せる現場
魅せる現場
（人々編）

アマサイツーシン 広報施設
タイムラプスカメラを活用し

た広報
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【凡 例】
動画視聴ソース
■ 関連動画
■ 外部
■ 直接
■ YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ

第1話(本動画)公開
↓

第2話公開
↓ 

別動画公開
↓ 第2話外伝

公開
↓

150

300

450

600

閲
覧
回
数
（回
）

2016年第50週 2016年第52週 2017年第1週 2017年第4週 2017年第6週 2017年第8週 2017年第10週 2017年第12週  

図-10 第1話のソース別視聴回数の推移 

 

また，動画作成にあたっては，目を引くタイトルや演

出を心がけ，既公開動画の解析結果より視聴時間が２～

３分となる傾向が確認されたことから，１動画を概ね２

～３分以内に収まるように作成した結果，図-11の視聴

者アンケート結果の通り，「わかりやすさ」については，

「わかりやすかった」との回答は66％にとどまり，動画

の演出や専門用語の解説等に課題があることがわかった

が，視聴した88％が「おもしろかった」と感じ，95％が

「これからも続けてほしい」との意見である等，概ね好

評をいただいている．中でも，「興味のある子が仕事と

して考えるヒントになる」とのご意見は，本取り組みの

根底である“建設業界の新たな担い手不足”を解決する

糸口を示すものであり，本取り組みの重要度を再認識す

ることとなった．  

【おもなご意見】

・映画風でおもしろかった。これからの仕事の進み具合を見て行きたいです。（50

代女性）

・見ていて興味が出る動画だった。(20代女性)

・どんどんYouTubeに配信してほしい。(10代男性)

・難しく、子ども（中学生）には早いと思う。(10代男性)

・興味のある子が仕事として考えるヒントになるかもと思いました。(40代女性)

・一度訪れて渡ってみようと思いました。(70代女性)

・工事状況は動画必要と思わない。環境についてどのように配慮された工事を

行っているかが大切。(60代男性)

・ダムの再開発の様子は分かったけど１つ１つが速いと思う。(10代男性)

・場面の切り替わりがたくさんありずっと見ていられる。(50代女性)

おもし

ろかっ

た
88%

おもし

ろくな

かった
12%

わかり

やす

かった
66%

わかり

にく

かった
34%

これか

らもつ

づけて

ほしい
95%

つづけ

なくてよ

い
5%

有効回答数：７６人 有効回答数：９０人 有効回答数：６３人

 

図-11 YouTube動画視聴者のアンケート結果（アクア

琵琶来館者対象） 

 

（４）タイムラプス運用マニュアルの作成 

 図-10からも動画共有サイトでの広報はコンテンツを

蓄積することで，視聴者回数増加につながると考えられ

ることから，タイムラプス動画を継続して記録していく

ために，タイムラプスカメラ設置の目的をはじめ，外業

作業内容や，内業作業内容等をマニュアルとしてとりま

とめ，一定水準以上で動画撮影，動画作成できるよう品

質確保を図っている． 

 マニュアルを活用し、カメラ管理表で設定，設置位置，

電池交換時期を一括管理するとともに，事業の特徴であ

る日本最大級のトンネル式放流設備が完成していく過程

における技術的なポイントとなる工程を全体工程表から

洗い出し，事業完了までを計画的に撮影している． 

 また，作成したマニュアルは，逐次見直し・更新を行

っており，より一層の作業の効率化や撮れ高の見直しを

図っている． 

 

 

図-12 タイムラプスカメラマニュアル 

 

 

４．施工管理・安全管理への展開 

 

 これまで，主に広報ツールとしてのタイムラプスカメ

ラの可能性や活用方法を論述してきた．それは本来の設

置目的が広報としての運用を想定していたからであるが，

実際に設置し，運用することで，タイムラプスカメラの

広報とは異なる活用の可能性を垣間見ることができた． 

 大規模な工事では，現場監督員や作業員でさえも全て

の工程を確認することが難しい．そのような工事現場を

タイムラプスカメラで記録することで，構造物構築に伴

い不可視になる部分の確認や，各工程における施工状況

の実態を把握することができる．そのことで，現場監督

員や作業員も施工上・安全管理上の“気づき”を得られ

たり，監督業務の省力化につながるような活用方法の可

能性が考えられる． 

 また，タイムラプスカメラだけでなく，ダム湖内での

●タイムラプスカメラマニュアルの内容(図-12) 

・設置目的 

・外業…作業工程(写真付説明)、維持管理作業の持ち物・注意点 

・内業…動画データ保管手順、動画公開作業内容 

・カメラ配置図・配置状況写真 

・カメラ管理表…ﾃ゙ ﾀー・電池交換時期、設定を記録 

・撮れ高工程表…事業完了まで見渡した撮れ高見込み 

地域づくり・コミュニケーション部門：No.14

5



作業時に潜水士が水中カメラ，水中マイク，水中イヤホ

ンを装備することにより，潜水士の視界が地上の現場責

任者等とリアルタイムで共有され，音声通信により地上

との綿密な意思疎通が可能となったことによって，潜水

作業の施工性，安全性が向上に寄与する等，カメラ等を

活用して現場管理の効率化・高度化・省力化を図ること

は今後も発展の余地を残しているものと考えられる．

(図-13) 

ナイフ

水中時計付き水深計水中ライト

 

 
図-13 潜水作業時の装備と水中カメラの映像共有状況 

 

 

５．まとめ 

 

土木工事・構造物の長期間・大規模という特性上，自

然を相手に土木構造物が構築される過程や，人知れず社

会基盤として人々の生活や経済活動に寄与している様子

はなかなか知ることが難しいなかで，タイムラプスカメ

ラはそれらを容易に“見えるようにする”ことができ，

得られたデータを積極的に公開することで広報戦略上，

重要なツールになることがわかった．一方で，動画公開

においては，目を引くタイトル画面や関連動画からの誘

導を期待して視聴者数の増加を試みるものの，一般的な

人気動画との差は大きく，視聴者数増加は今後の課題と

言える．これに関しては，認知度を浸透させていくため

に継続的に動画コンテンツを充実させていくことで，関

連動画同士の相乗効果を得て視聴者数を上げていくこと

が重要と考える． 

また，タイムラプスカメラ等のツールを活用すること

で，広報のみならず，施工管理上・安全管理上でも効率

化・高度化・省力化に寄与できる可能性が確認でき，建

設業従事者の高齢化・担い手不足が叫ばれている中，一

つの活路を見い出すことができた． 

事業・工事の経時記録を残していくことは，これから

の土木業界を支える一助になり得る．場所を選ばず，簡

単に設置でき，大きな効果を上げるタイムラプスカメラ

を導入してみてはどうだろうか． 
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